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オ
ホ

四
用
十
三
日
を
以
て
生
ま
れ
、
長
壌
を
高
木
守
衡
に

受
け
て
勤
王
の
志
厚
か
っ
た
。
克
敏
、
元
治
元
年
叔

尖
源
艇
に
従
っ
て
上
洛
し
、
不
破
富
太
郎
等
と
共
に

畏
滞
の
録
に
策
動
す
る
開
仰
が
あ
り
、
八
用
十
四
日
金

滞
に
踊
っ
て
、
野
口
斧
吉
・
高
木
守
衛
と
共
に

J

久
徳

偲
兵
衛
の
家
に
曾
し
、
入
京
以
後
の
形
勢
を
報
じ
た

が
、
そ
の
夜
務
は
命
じ
て
克
敏
を
自
家
に
禁
鋼
し
、

将
い
で
玉
井
勘
解
闘
の
邸
に
移
さ
れ
、
十
月
十
九
日

切
腹
そ
命
ぜ
ら
れ
た
。
享
年
サ
一
一
。
明
治
ご
年
十
周

滞
前
罪
を
宥
し
、
=
一
年
十
一
月
祭
菜
料
や
・
そ
の
家
に

給
し
、
廿
四
年
九
尼
崎
附
耐
祉
に
合
記
せ
ら
れ
、
同

年
十
ご
月
正
五
位
を
贈
ら
れ
た
。

オ
ホ
ノ
ギ
カ
ツ
ヒ
ロ
大
野
木
寛
寛
遁
稽
左
隣
・

倦
人
・
新
嫌
。
突
は
克
明
。
初
め
新
知
三
百
石
を
受
け

て
大
小
将
と
な
り
、
事
保
十
一
年
治
知
千
六
百
五
十

石
青
磁
ぎ
、
小
松
城
番
・
奏
者
番
に
歴
任
し
、
一
斑
隠
四

年
残
し
た
。
享
年
五
十
六
。
雑
観
談
議
一
名
穣
簸
録

の
務
が
あ
る
。

オ
ホ
ノ
ギ
カ
ツ
マ
ザ
大
野
木
克
正
遺
構
源
灘
、

幼
名
外
三
郎
。
初
爵
克
昌
。
人
持
組
大
野
木
克
誠
の

=
一
子
で
、
十
ご
践
の
時
前
田
鹿
壊
の
側
小
姓
と
な

り
、
新
た
に
旅
百
石
を
受
け
、
後
累
進
し
て
百
石
を

加
へ
、
大
小
持
組
頭
と
な
っ
た
。
克

E
、
元
治
元

年
前
回
殴
峨
に
従
っ
て
上
洛
し
た
が
、
そ
の
伴
う

た
甥
大
野
木
仲
三
郎
が
他
務
と
交
り
凶
事
に
奔
走

す
る
を
政
任
し
た
か
ら
、
鴎
郷
の
途
入
居
十
六
日
小

松
に
捕
は
れ
、
商
尾
隼
人
の
家
に
拘
留
の
後
、
十
周

十
九
日
能
管
島
に
流
刑
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
子
源
太
郎

齢
克
亦
迷
座
し
て
流
に
嘗
て
ら
れ
仏
ん
が
、
齢
筒
幼
な

る
を
以
て
暫
く
一
一
類
預
と
せ
ら
れ
た
。
明
治
元
年
=
一

周
大
赦
令
に
よ
り
、
務
克
正
の
前
罪
を
宥
し
、
一
一
年

十
周
士
族
に
復
し
、
原
諒
三
分
の
二
を
話
せ
ら
れ
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匿
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
十
三
年
三
回
二
日
夜
。
年
況
十
一
オ
ホ
ノ
シ
ョ
ウ
大
野
庄
石
川
榔
に
臆
す
る
。
一
オ
ホ
ノ
ジ
ン
ノ
ジ
ヨ
ウ
大
野
甚
之
丞
初
め
=
一

回
。
大
正
六
年
十
一
月
十
八
日
特
園
田
売
以
て
従
武
位
一
和
名
抄
石
川
郡
ハ
加
賀
郡
の
諜
〉
大
野
郷
の
地
で
あ
一
百
石
を
受
け
た
が
、
大
坂
一
品
役
に
鎗
功
あ
っ
て
加
恩

を
遺
贈
せ
ら
れ
た
。
一
る
。
源
平
椛
・
授
認
に
、
『
源
氏
は
安
宅
機
よ
り
お
ち
一
二
一
白
石
や
・
得
た
。
元
和
十
年
授
。
子
孫
三
代
茜
之
丞

オ
ホ
ノ
コ
ウ
大
野
港
河
北
潟
の
排
水
口
な
る
一
て
、
今
・
出
・
際
探
・
小
川
内
部
・
れ
部
・
唆
初
打
過
ぎ
て
、
一
に
烹
っ
て
、
大
現
寺
侯
前
川
利
治
の
従
臣
と
な
っ

大
野
川
が
、
石
川
都
大
野
に
来
っ
て
務
に
注
ぐ
腕
に
一
大
野
舵
に
附
や
・
取
る
。
』
と
あ
り
、
文
天
飽
寺
文
部
建
一
た
。

在
る
。
暗
磁
砂
洲
は
な
い
が
、
大
般
常
入
れ
る
こ
と
一
武
三
年
八
月
一
一
目
白
概
介
狗
所
の
も
の
に
、
『
臨
川
寺
一
オ
ホ
ノ
ス
ケ
Z
モ
ン
大
野
助
右
衛
門
初
れ
茂

た

得

ぬ

。

十

領

加

賀

川

附

大

野

装

闘

家

鴨

都

云

々

』

と

見

え

て

臨

川

一

右

衛

門

。

明

和

六

年

努

〈

伊

右

衛

門

街

忠

の

治

知

一

日

オ
ホ
ノ
ゴ
ウ
大
野
郷
加
賀
川
の
前
郷
名
。
於
一
寺
領
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
白
山
宮
煎
服
部
中
記
録
一
三
十
.
石
宥
製
ぎ
、
御
鹿
式
御
用
建
と
な
り
、
実
例
五

保
乃
と
訓
ず
る
。
日
本
趣
興
組
に
、
越
前
附
加
賀
郡
一
議
元
年
十
一
月
に
、
『
大
野
陀
地
問
代
生
繭
入
道
云
一
年
五
十
石
お
へ
、
事
制
代
官
・
能
奨
郡
代
行
と

大
野
郷
畝
間
村
の
人
柿
江
院
成
万
自
女
が
あ
り
、
仁
一
々
。
』
の
取
が
あ
り
、
白
山
記
に
『
佐
那
武
、
大
野
庄
二
な
り
、
ご
年
抗
日
月
十
七
日
七
十
二
践
で
残
し
た
。

和
元
年
紀
に
、
加
賀
川
附
加
首
都
大
野
郷
の
人
讃
今
古
一
有
v

之
。
』
と
も
あ
る
。
後
悦
亦
大
野
仲
間
が
あ
る
。
一
オ
ホ
ノ
セ
キ
大
野
糧
金
抑
伸
一
批
枚
町
の
町
尻
と

が
あ
り
、
延
寓
式
に
加
賀
郡
大
野
総
紳
祉
が
あ
る
。
一
オ
ホ
ノ
シ
ョ
ウ
大
野
庫
石
川
郡
に
鴎
す
る
。
一
侍
馬
町
の
入
口
と
の
聞
に
あ
る
根
を
い
ふ

o
m川

然
る
に
和
布
抄
に
は
之
を
石
川
郡
に
列
し
て
ゐ
る
の
一
線
政
時
代
で
は
保
古
・
太
郎
削
・
黒
刷
・
下
安
原
・
事
光
一
の
流
を
せ
き
入
れ
る
も
の
で
、
川
下
大
野
一
郷
の
水

は
穏
で
あ
る
。
包
し
今
は
郡
界
の
鰭
滋
に
よ
っ
て
石
一
寺
・
専
光
寺
新
・
北
術
塚
・
前
保
・
袋
白
・
巾
野
・
鷺
森
・
一
聞
を
養
ふ
故
の
様
で
あ
る
。
共
の
用
水
川
を
鬼
川
と

川
部
に
鴎
し
て
ゐ
る
。
一
線
凶
・
一
京
野
・
示
野
中
・
一
一
暗
唱
す
・
赤
土
・
松
・
蹴
脅
堂
・
普
一
い
ふ
。

オ
ホ
ノ
ゴ
ウ
ホ
ウ
ヨ
ユ
ウ
キ
大
野
郷
蹟
古
準
記
一

E
寺
・
寺
中
・
畝
間
・
藤
江
・
戸
水
・
無
ハ
川
寺
・
大
野
・
2
H一
一
オ
ホ
ノ
タ
ノ
モ
ノ
ス
ケ
大
野
頼
母
助

4
オ
ホ

一
筋
0

・
捧
間
以
卿
の
務
。
石
川
郡
大
野
郷
内
や
・
散
策
一
郎
烏
・
宮
腰
ハ
町
〉
の
什
七
ャ
所
脅
含
ん
で
ゐ
た
o

一
ノ
ウ
マ
ザ
エ
モ

y

大
野
M
m
左
衛
門
。

し
て
、
古
蹴
青
野
翁
に
持
ね
、
之
脅
記
録
に
徴
し
て
一
オ
ホ
ノ
タ
ヨ
ウ
大
野
城

4
ダ
ケ
ジ
ヨ
ウ
縦
一
オ
ホ
ノ
チ
セ
キ
大
野
智
右
初
名
烹
積
。
土
弁

護

砲

し

た

も

の

で

、

筏

交

を

以

て

記

さ

れ

て

ゐ

る

。

一

城

。

一

利

勝

に

仕

ヘ

て

千

七

百

石

そ

領

し

、

家

老

役

で

あ

っ

安
保
十
一
日
平
二
月
成
っ
た
。
↑
オ
ホ
ノ
シ
ョ
ウ
ユ
大
野
畿
泊
石
川
郷
大
野
に
一
た
が
、
寛
文
十
一
年
隠
院
し
、
延
賀
三
年
利
勝
の
子

オ
ホ
ノ
ゴ
リ
大
野
鯨

J
Y
ラ
ウ
ヲ
白
魚
ι

一
産
す
る
向
油
は
、
務
政
の
時
w
m
Z附
に
製
す
る
腕
と
一
帯
万
が
幼
に
し
て
死
し
、
そ
の
家
断
絶
す
る
や
・
以

オ
ホ
ノ
ザ
ダ
ト
シ
大
野
定
鴎
逝
稿
織
江
・
仁
兵
一
共
に
、
最
も
良
品
と
郁
併
せ
ら
れ
た
。
そ
の
雨
来
は
精
一
て
、
前
閃
綱
紀
に
仕
へ
て
傍
五
十
人
扶
持
を
受
け
、

街
。
元
文
四
年
養
究
彦
惣
の
百
五
十
人
扶
持
脅
部
二
か
で
な
い
が
、
元
利
・
叩
直
江
同
居
伊
兵
衛
が
初
め
て
建
一
人
持
隠
腕
鵡
を
以
て
越
せ
ら
れ
、
智
石
と
鋭
し
、
元

ぎ
、
御
馬
廻
で
高
岡
町
奉
行
と
な
っ
た
が
、
安
永
六
↑
っ
た
と
す
る
や
・
活
設
と
す
る
。
弘
化
・
嘉
永
の
頃
は
一
様
十
四
年
波
し
た
。
孫
彦
一
惣
亦
綱
紀
か
ら
百
五
十
人

年
九
用
六
百
六
十
石
に
引
直
し
て
組
外
御
潜
顕
と
な
一
一
服
造
者
六
十
俄
戸
に
上
り
、
設
資
屋
搾
兵
衛
の
製
す
一
扶
持
を
得
、
御
馬
廻
に
班
し
て
、
子
孫
相
縫
い
だ
o

b
、
御
先
筒
顕
・
御
持
街
頭
売
経
、
寛
政
四
年
三
周
一
る
も
の
は
、
務
俣
の
用
に
供
せ
ら
れ
た
。
一
こ
の
彦
惣
か
ら
第
四
代
に
仁
兵
衛
定
践
が
あ
っ
て
、

致
仕
し
て
智
石
と
践
し
、
ご
十
人
技
持
や
.
受
け
、
同
一
オ
ホ
ノ
ジ
ン
ノ
タ
ヨ
ウ
大
野
甚
丞
太

m但
馬
一
隠
居
の
後
亦
智
石
と
践
し
た
。

年
十
二
用
廿
入
日
七
十
一
践
を
以
て
残
し
た
。
一
の
民
。
陵
長
五
年
大
明
寺
の
役
に
首
一
つ
や
・
獲
、
設
一
オ
ホ
ノ
チ
ョ
ウ
キ
品
・
ワ
大
野
長
久
七
尾
の
俳

オ
ホ
ノ
シ
ユ
ク
大
野
宿
石
川
郡
大
野
を
い
一
井
畷
で
も
奮
闘
し
て
、
前

m利
長
よ
り
一
一
一
白
石
、
包
一
人
。
細
流
幹
と
焼
し
、
初
め
貞
室
の
門
あ
ら
問
で
、

ふ
。
臨
安
二
年
十
二
月
得
江
八
郎
次
郎
季
民
巾
軍
忠
一
路
よ
り
一
一
百
石
脅
賜
は
り
、
本
知
と
も
八
百
石
と
な
一
後
に
関
山
の
風
そ
慕
ひ
、
元
隊
十
三
年
勤
文
と
相
携

朕
に
、
『
今
年
九
用
七
日
御
殿
攻
寄
宮
腰
之
問
、
同
一
・
り
、
七
年
但
馬
の
滋
後
は
利
長
に
仕
へ
て
更
に
二
百
一
へ
て
京
に
上
っ
た
。
此
の
時
長
久
年
六
十
億
に
し
て

九
日
宮
前
倒
震
肉
之
時
御
共
仕
慮
、
凶
徒
即
引
退
大
一
石
を
加
増
せ
ら
れ
た
が
、
十
年
頓
死
し
、
子
甚
之
丞
一
樺
炭
を
刊
行
し
た
。
こ
の
外
債
隈
栗
の
蕃
が
あ
る
と


